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「
年
間
１
８
０
０
時
間
・
完
全
週
休
２
日
制
」
実
現
に
挑
戦
す
る 

人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
作
り
方 

  

年
商
５
億
円
・
１
０
億
円
の
カ
ベ
を
突
破
す
る
に
は
、
人
の
育
成
が
絶
対
条
件
で
あ
る
。 

社
員
が
十
分
そ
の
能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
作
る
こ
と
。 

「
年
間
労
働
時
間
１
８
０
０
時
間
以
内
、
完
全
週
休
２
日
制
」
を
目
指
し
、
社
員
の
や
る
気
を
引
き

出
す
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
は
ど
う
作
っ
て
ゆ
く
の
か
。
そ
の
作
成
ス
テ
ッ
プ
を
提
案
す
る
。 

 

（
こ
の
原
稿
は
、
商
業
界
発
行
の
月
間
「
飲
食
店
経
営
」
１
９
９
１
年
１
月
号
か
ら
、 

１
２
月
号
ま
で
に
連
載
さ
れ
た
も
の
で
す
。） 
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人事評価システムの構築　　　人事評価の実施

シ
ス
テ
ム
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

環状オペレーション
マニュアル

すでに店舗で活用され
ていて、ほぼ問題点・
改善点はない。

文章表現が中心であ
り、読んでも実際の仕
事が見えず、業務に生
かされていない

マニュアルとしては、
まだ不十分であり、
工夫が必要

本格的チェーンオペ
レーション体制の下
ではなくてはならな
いマニュアルであり、
全員のポリシーを入
れ込み、作成しなけ
ればならない。

ほぼそのまま活用

オペレーションマニュアル
店長業務マニュアル
SV業務マニュアル

人材募集マニュアル
ピープルマネージメント
マニュアル

販売促進マニュアル
本部機能と役割
G.OPENマニュアル

専門ノウハウの
導入

キャリアパスプラン

の構築と明確化

トレーニングコース
の開発

O.J.T調査シートの

作成

パフォーマンス

レビューの作成

各人（各職務別）

のオペレーション

技術と知識の向上

↓

Q.S.Cの向上

明日から何をすべき
か明確に理解でき、
実践できるように再
編成

基本的に再編成

定期昇給評価

（年1回）

ボーナス評価
（年2回）

ランクアップ

評価

（昇進・昇給）

１．評価するごとに一人ひとりの

職務遂行能力が向上する

⇒ランクアップ

２．評価要素がオペレーション業

務と直結

◎ベテラン社員の意識改革

◎評価される側は

モチベーション向上

※評価者によるバラツキ
是正は絶対できない

〈評価する場合のポイント〉

◎本人の将来性

◎目標指向

◎主観を抑える
※減点主義ではなく加点主義

working 

condition

program

労働環境
の改善

完全週休二日制

年間労働時間

2000時間以内

社員休暇制度

チェーン

オペレーション

人材育成

定着率の向上

（定着率の低下）

生産性の向上
↑

仕事を通じて
公平に評価

社員の主体性を尊重して
一人ひとりの個性や能力を伸ばす

見直し

リストアップ

一人ひとりが目標
を自覚し、それに挑
戦し、到達しようと
するチャンスを与え
る。

売
上
と
利
益
の
確
保

高
質
な
人
材
の
確
保

給与水準の
レベルアップ

必要ある道具
システムマニュアル

旧態依然た
る企業昇給
査定賞与
査定が主
目的

STEP

４

STEP

３

STEP

２
STEP

１
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１
月
号 

 
実
力
本
位
の
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
が
な
ぜ
で
き
な
い 

日
本
の
社
会
・
経
済
環
境
を
み
る
と
、
労
働
環
境
の
改
善
改
革
は
ま
す
ま
す
進
み
、
大
手
企
業
で

は
、
こ
れ
ま
で
の
集
団
管
理
的
経
営
を
転
換
し
、
社
員
の
自
主
性
を
尊
重
し
て
、
一
人
一
人
の
個
性

や
能
力
を
伸
ば
す
こ
と
が
会
社
の
成
長
に
つ
な
が
る
と
い
う
観
点
か
ら
人
事
制
度
改
革
が
進
ん
で
い

る
。 

 

一
人
ひ
と
り
の
能
力
を
伸
ば
す
、
と
い
う
こ
の
考
え
方
は
、
ま
さ
し
く
世
界
に
通
用
す
る
チ
ェ
ー

ン
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
考
え
方
で
あ
る
と
私
は
思
う
。
我
々
の
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
も
、
こ

う
し
た
人
事
制
度
の
改
革
が
要
求
さ
れ
、
積
極
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
時
期
に
き
て
い

る
。
そ
の
改
革
の
た
め
の
大
き
な
柱
と
な
る
「
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
」
を
、
私
の
実
際
の
経
験
と
実

績
を
ふ
ま
え
て
一
年
間
の
連
載
で
述
べ
て
ゆ
き
た
い
。 

 

最
近
の
あ
る
新
聞
に
こ
ん
な
記
事
が
出
て
い
た
。「
実
力
本
位

．
．
．
．
の．
人
事
制
度
導
入

．
．
．
．
．
．
」 

こ
の
会
社
は
、
人
事
評
価
制
度
は
あ
っ
た
が
、
評
価
項
目
が
大
ま
か
で
判
断
基
準
も
抽
象
的
で
あ
っ

た
。
そ
の
為
、
年
齢
・
役
職
が
同
じ
で
あ
れ
ば
、
実
力
・
仕
事
量
が
違
っ
て
も
待
遇
は
あ
ま
り
変
わ

ら
な
い
、
と
い
う
矛
盾
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
実
力
本
位
の
人
事
評
価
制
度
に
変
え
た
、
と
い
う
記
事

で
あ
る
。 

 

そ
の
内
容
は
、
実
力
に
応
じ
て
十
一
段
階
に
分
け
、
３
等
級
以
上
は
実
力
に
応
じ
て
、
昇
給
を
決

め
て
い
く
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
そ
の
昇
給
基
準
は
、「
①
能
力
」、「
②
業
績
」、「
③
出
勤
状
況
」
で
決

め
る
。 

記
事
を
読
ん
だ
私
の
感
想
は
こ
う
で
あ
る
。
昇
給
基
準
の
う
ち
、
①
②
は
ま
だ
し
も
、
③
は
も
う

経
営
．
．
で
は
な
い

．
．
．
．
。 

な
ぜ
な
ら
ば
出
勤
状
況
を
大
き
な
柱
と
し
て
評
価
基
準
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
会
社
が
、
ど

う
し
て
実
力
本
位
の
人
事
制
度
を
作
れ
る
か
？
出
勤
状
況

．
．
．
．
な
ど
は
、

．
．
．
．
ビ
ジ
ネ
ス

．
．
．
．
マ
ン
．
．
と
し
て
の

．
．
．
．
ス
タ
．
．

ー
ト
ポ
イ
ン
ト

．
．
．
．
．
．
で
あ
り
、

．
．
．
．
新
入
社
員

．
．
．
．
の．
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

．
．
．
．
．
．
．
．
．
時．
に．
教．
え
る
こ
と
で
あ
る

．
．
．
．
．
．
．
。 

 我
々
は
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
て
い
る
の
だ 

こ
の
記
事
は
ほ
ん
の
一
例
で
あ
り
、
最
近
の
雑
誌
・
新
聞
な
ど
を
見
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
会
社
が

方
法
論
、
う
た
い
文
句
が
完
全
週
休
二
日
制
導
入
に
な
っ
て
い
る
だ
け
で
、
表
面
的
な
改
革
に
す
ぎ

な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。 

非
常
に
残
念
な
こ
と
に
、
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
以
外
の
一
流
と
呼
ば
れ
る
会
社
で
、
完
全
週
休
２
日

制
を
う
た
い
文
句
に
人
材
募
集
し
た
り
、
ま
し
て
や
そ
れ
が
新
聞
記
事
に
な
り
騒
が
れ
る
業
種
は
な

い
。 
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日
本
の
社
会
経
済
環
境
を
見
て
も
、
完
全
週
休
２
日
制
が
な
け
れ
ば
、
人
間
の
働
く
会
社
で
は
な
い

と
ま
で
言
わ
れ
て
い
る
時
代
、
そ
れ
に
答
え
る
こ
と
が
今
直
面
し
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
大
き
な
課
題

な
の
で
あ
る
。 

 
 

 

日
本
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
に
お
け
る
私
の
最
初
の
挑
戦
が
、
完
全
週
休
２
日
制
と
い
う
労
働
環
境
の
改

善
だ
っ
た
。
こ
れ
は
創
業
期
か
ら
の
挑
戦
課
題
で
あ
り
、
実
現
ま
で
に
は
十
年
の
歳
月
を
要
し
た
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
水
商
売
・
家
業
的
な
商
売
と
言
わ
せ
な
い
一
流
企
業
へ
の
挑
戦
の
第
一
歩
で
も

あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

現
場
の
人
間
を
活
性
化
す
る
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
を
作
れ
！ 

 

日
本
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
、
言
う
ま
で
も
無
く
完
全
週
休
二
日
制
で
あ
る
が
、
な
ぜ
完
全
週
休
二
日

制
が
実
現
で
き
た
か
と
い
う
と
、
そ
れ
に
は
３
つ
の
理
由
が
あ
る
。 

①
会
社
の
創
業
期
（2

0

年
前
）
か
ら
完
全
週
休
二
日
制
を
考
え
て
実
現
を
め
ざ
し
て
き
た
こ
と
。 

②
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
知
っ
て
い
る
人
間
が
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
き
た
こ
と
。 

③
チ
ェ
ー
ン
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
は
絶
対
必
要
不
可
欠
な
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
シ
ス
テ
ム
が
１
号
店

の
で
き
る
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
こ
と
。 

日
本
の
多
く
の
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
企
業
は
、
人
事
部
や
総
務
部
、
人
事
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
知
ら
な
い
ま
ま
、
評
価
シ
ス
テ
ム
を
作
成
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
で
は
売
上
を
取
る
現

場
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
連
動
し
な
い
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
と
は
い
い
が
た
い
。
筆
者
は
も
ち
ろ
ん
、

人
事
や
総
務
の
専
門
家
で
は
な
い
。
し
か
し
、
チ
ェ
ー
ン
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
経
営
パ
ッ
ケ
ー
ジ
＝

「
人
を
生
か
す
仕
組
み
」
を
知
っ
て
い
る
。 

 

で
は
実
力
本
位
の
人
事
評
価
と
は
な
ん
だ
！ 

 

一
流
企
業
に
ま
け
な
い
人
事
評
価
制
度
と
は
？
そ
れ
を
こ
れ
か
ら
追
求
し
た
い
と
思
う
。 

そ
の
前
に
よ
く
話
に
で
て
く
る
問
題
で
、
給
与
の
話
が
あ
る
。「
小
さ
い
会
社
だ
か
ら
、
高
い
給
与
が

出
せ
な
い
。」「
大
き
な
会
社
だ
か
ら
、
高
い
給
与
が
出
せ
る
。」
と
い
う
話
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
き
な

間
違
い
で
あ
る
。
人
事
評
価
と
い
う
の
は
、
一
人
ひ
と
り
の
評
価
で
あ
る
。
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
。 

チ
ェ
ー
ン
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
一
人
ひ
と
り
の
運
営
能
力
に
依
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
小
さ

な
会
社
で
も
高
い
給
与
を
出
せ
る
仕
組
み
を
作
る
と
い
う
こ
と
は
、
仕
事
が
で
き
る
人
が
た
く
さ
ん

の
お
金
を
取
る
仕
組
み
を
作
る
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。 

 
 

 

私
は
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
創
業
期
３
番
目
の
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
が
、
店
長
時
代
と
ス
ー
パ
ー
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バ
イ
ザ
ー
と
で
は
３
倍
の
給
与
の
差
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
創
業
期
の
藤
田

ふ
じ
た

田 で
ん

社
長
は
、「
日
本
一
の

給
与
を
出
す
」
と
い
う
こ
と
を
常
に
我
々
に
聞
か
せ
て
い
た
が
、
店
長
時
代
は
、「
ア
ー
そ
う
か
、
日

本
一
の
給
与
に
な
る
の
か
」
程
度
に
し
か
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
に
な

っ
て
か
ら
は
、
店
長
時
代
の
３
倍
の
給
与
に
将
来
を
実
感
し
、
お
金
な
ん
か
関
係
な
く
、「
血
ヘ
ド
」

を
吐
い
て
も
仕
組
み
を
開
発
す
る
気
持
ち
が
わ
き
、
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て
き
た
。
今
の
マ
ク
ド
ナ

ル
ド
の
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
は
、
特
に
給
与
を
考
え
な
い
で
仕
事
を
さ
せ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。 

 

こ
れ
か
ら
私
が
述
べ
て
ゆ
く
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
は
、
実
際
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
で
作
成
し
実
践
し
て

き
た
も
の
と
考
え
方
は
同
じ
で
あ
る
が
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
に
も
な
い
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
公
式
で

あ
る
。 

 

ま
ず
前
提
条
件
と
し
て
、
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
導
入
を
図
れ 

 

「
完
全
週
休
二
日
制
」「
年
間
労
働
時
間
２
０
０
０
時
間
」を
実
現
す
る
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
に
は
、 

経
営
資
源
と
し
て
の
人
、
つ
ま
り
一
般
的
チ
ェ
ー
ン
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
で
ス
ー
パ
ー
バ
イ

ザ
ー
と
呼
ば
れ
る
存
在
が
、
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
誰
が
こ
の
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
を
動
か
す
か
？

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
だ
か
ら
で
あ
る
。 

 

そ
れ
で
は
、
そ
の
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
全
体
図
を
見
て
い
た
だ
こ
う
。（
図
①
） 

ま
ず
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
理
解
か
ら
入
っ
て
い
こ
う
。定
義
１
、２
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
り
、

当
全
の
権
利
で
も
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
定
義
が
各
社
で
作
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
？
チ
ョ
ッ
ト
し

た
考
え
の
違
い
で
、
お
か
し
な
方
向
へ
い
く
の
で
最
大
の
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
特
に
定
義
１
、
２

は
定
着
の
問
題
や
、
離
職
率
に
問
題
が
あ
る
会
社
は
こ
の
定
義
を
忘
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
定
着
率
の

向
上
や
、
離
職
率
の
低
下
、
す
な
わ
ち
人
が
集
ま
る
企
業
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
人
事
や
、
総
務
の
人

達
は
こ
の
定
義
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
？
あ
な
た
の
会
社
の
人
事
評
価
制
度
で
、
あ
な
た
の
会
社

の
社
員
は
定
着
し
て
い
ま
す
か
？
と
問
い
た
い
。
そ
し
て
ま
た
、
あ
な
た
の
会
社
の
人
事
評
価
制
度

に
明
確
な
目
的
は
あ
り
ま
す
か
？
と
問
い
た
い
。 
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図①

①能力開発面への活用 ①自己申告制の

　の知識不足 　ネライ

②効果要素、効果項目 ②内容

　の重複

③基準や尺度が不明確

④被評価者にフィード ①コミュニケーション

バックする仕組みがない 　＆トレーニング

⑤給与体系が不明確 ②内容

③面接の役割

④面接の３つの機能

前提条件その１

　・キャリアパスプラン

前提条件その２ ①自己防衛心理の

　・経営基盤の強化 　種類

　・作成すべきシステム ②克服する方法

　　マニュアル

①実際のフォーマット

②評価ポイント

③結論の分析と確認

④誰がやれば公平な

　評価ができるか

⑤評価対象期間と実施

　回数

⑥評価ステップと実施

　スケジュール

スーパーバイジングシステム
の構築

人事評価制度の全体図

末永く全力を上げて行こうとい
う気持ちがでる仕組み

一人ひとりが能力を伸ばし、
発揮できるチャンス

完全週休二日制
労働時間2000時間
長期休暇

定義１

定義３

定義４

１．問題点

２．Up To Youと
人事評価との関係

自己申告制

面接技術

自己防衛心理

３．フォーマットの
開発

システム
の理解

システムの
開発と導入 評価の技法

定義2
 

 

こ
の
目
的
は
、
シ
ス
テ
ム
を
作
成
・
導
入
す
る
う
え
で
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
週
休
二
日
制

を
と
る
た
め
に
、
人
事
評
価
制
度
を
作
る
の
で
は
な
く
、
人
事
評
価
制
度
に
目
的
を
も
つ
こ
と
、
ほ

と
ん
ど
の
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
の
企
業
は
、
目
的
が
週
休
二
日
制
を
と
る
た
め
に
、
人
事
評
価
制
度
を

作
成
し
導
入
す
る
。
こ
う
言
う
と
、「
ニ
ワ
ト
リ
が
先
か
、
卵
が
先
か
」
の
論
争
に
な
る
が
、
こ
う
し

た
ち
ょ
っ
と
し
た
考
え
方
が
大
き
な
違
い
と
な
る
の
で
あ
る
・
本
来
、
人
事
評
価
と
は
、
そ
の
人
間

を
評
価
す
る
こ
と
で
成
長
促
進
さ
せ
、
そ
の
社
員
に
「
や
る
気
」
を
お
こ
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ

る
。 

 

日
本
の
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
の
チ
ェ
ー
ン
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
よ
り
十
五
年
進
ん
で
い
る
米
国
が
そ
う

で
あ
り
、
日
本
の
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
業
で
は
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
だ
け
と
い
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は
な
い

と
思
う
。 

藤
田
田
社
長
は
、
社
員
に
「
や
る
気
」
を
起
こ
さ
せ
る
の
は
実
に
簡
単
だ
と
言
う
。「
社
員
が
自
分

自
身
の
仕
事
に
使
命
感
を
も
つ
よ
う
に
し
て
い
け
ば
自
然
に
や
る
気
を
起
こ
す
も
の
で
あ
る
。」
と
事

も
無
げ
に
言
う
。
日
本
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
、
日
本
の
水
商
売
的
感
覚
の
飲
食
業
を
改
革
し
た
の
で
あ

る
。
社
会
の
た
め
に
役
立
つ
仕
事
だ
か
ら
日
本
一
高
い
給
料
を
払
え
る
の
で
あ
る
。 

 

さ
ら
に
こ
の
人
事
評
価
制
度
の
最
終
的
ネ
ラ
イ
は
、
チ
ェ
ー
ン
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
絶
対
必
要
条

件
で
あ
る
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ジ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
あ
る
。 
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人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
構
築
は
労
働
条
件
を
改
善
す
る 

 

も
う
少
し
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
現
状
分
析
に
つ
い
て
、
掘
り
下
げ
て
み
よ
う
。 

従
来
の
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
（
年
功
序
列
型
）
の
定
義
は
、「
一
人
ひ
と
り
の
仕
事
や
、
そ
の
成
果
を

も
と
に
、
各
人
の
職
務
遂
行
能
力
や
、
適
正
・
正
確
・
成
績
貢
献
度
を
正
し
く
と
ら
え
、
そ
の
結
果

を
人
事
処
遇
の
全
部
、
ま
た
は
一
部
に
公
平
に
反
映
さ
せ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 

 

そ
し
て
そ
の
結
果
と
し
て
、
部
下
で
あ
る
社
員
の
保
有
能
力
の
中
身
の
レ
ベ
ル
、
仕
事
の
遂
行
度

と
い
っ
た
能
力
評
価
よ
り
も
、
積
極
性
・
協
調
性
・
勤
勉
性
と
い
っ
た
点
を
重
視
す
る
こ
と
と
な
り
、

評
価
基
準
が
抽
象
的
・
曖
昧
・
お
お
ま
か
と
な
り
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
上
司
の
主
観
に
よ
る
評
価
に
陥

っ
て
い
た
。 

（
図
②
） 

図②

従来の人事評価制度

（年功序列型）

評価基準がないか、判
断基準も抽象的・曖昧・
おおまか。

↓

つまるところ上司の主観
による評価

一人ひとりの仕事の仕
方や成果をもとに、各人
の職務遂行能力や適
正・正確・成績貢献度を
正しくとらえ、その結果を
人事処遇の全部また
は、一部に公平に反映さ
せる仕組み。

↓

部下である社員の保有
能力の中身とレベル、仕
事の遂行度といった能
力評価よりも、

↓

積極性・協調性・勤勉性
といった企業への忠実
心とが、従属意識といっ
た部分が重視される。

↓

定 義

 

  

し
か
し
今
や
冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
産
業
構
造
の
転
換
期
を
迎
え
て
、
人
事
評
価
制
度
の
面

で
も
「
守
り
」
よ
り
も
、「
攻
め
」
の
人
材
育
成
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
、
ダ
イ
レ
ク
ト
に

言
う
とW

o
rk

in
g  

C
o
n

d
itio

n

（
労
働
条
件
）
の
改
善
の
た
め
に
も
、
人
材
開
発
戦
略
の
改
革
、

す
な
わ
ち
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
絶
対
必
要
条
件
と
な
る
。
読
者
の
皆
さ
ん
が
、
日
夜
店
へ

行
っ
て
、
ま
た
店
に
い
て
悩
ん
で
い
る
の
は
、「
休
み
が
と
れ
な
い
」「
長
時
間
勤
務
」「
有
休
が
と
れ

な
い
」
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
人
が
集
ま
る
企
業
の
絶
対
条
件
は
、
こ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
あ
る
。 

こ
こ
で
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
募
集
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
よ
り
人
材
戦
略
を
一
部
紹
介
し
よ
う
。 

「
よ
り
よ
い
会
社
と
は
、
ま
ず
何
よ
り
も
社
員
に
よ
い
賃
金
を
支
払
う
こ
と
の
で
き
る
会
社
で
あ
る
。

い
か
に
立
派
な
経
営
理
念
が
あ
っ
て
も
社
員
を
低
賃
金
で
働
か
せ
て
い
る
会
社
は
ダ
メ
、
マ
ク
ド
ナ

ル
ド
は
真
剣
に
・
・
・
」 
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こ
れ
が
高
賃
金
の
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
企
業
理
念
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
、
売
上
と

利
益
を
と
る
仕
組
み
・
シ
ス
テ
ム
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
作
り
上
げ
て
き
た
の
で
あ
る
。 

 

私
は
よ
く
藤
田
田
社
長
の
こ
ん
な
言
葉
を
聞
い
た
。「
安
い
賃
金
で
誰
が
働
く
か
」「
い
い
仕
事
だ

っ
て
し
な
く
な
る
」
こ
の
理
念
で
０
円
か
ら
１
０
０
０
億
円
へ
と
挑
戦
し
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
そ

し
て
最
終
的
ね
ら
い
と
し
て
、
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ジ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
構
築
を
目
指
し
て
き
た
。 

①
評
価
期
間
中
の
実
際
の
業
務
を
正
当
に
評
価
し
、 

②
現
在
の
ラ
ン
ク
（
職
位
）
の
仕
事
遂
行
能
力
が
い
か
に
伸
び
て
い
る
か
を
判
定
し
、
企
業
に
と
っ

て
望
ま
し
い
人
材
の
育
成
、
能
力
開
発
、
動
機
づ
け
を
行
い
、 

③
人
事
異
動
の
計
画
と
適
正
配
置
計
画
が
正
し
く
行
え
る
人
材
と
仕
組
み
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
、

チ
ェ
ー
ン
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
＝
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ジ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
は
あ
り
え
な
い

の
で
あ
る
。 

（
図
③
） 

  

図③

①

ピープルディベロップメント 人材開発

売上 ・・・ STORE REVEL SALES
店長が取った売上

利益
②

のカウンセリング

＆モチベーション

③
具体的な評価点によって、

・・・ 職務遂行能力、適正、長所
短所を把握し、一人ひとりの
能力開発に最も適した職務
配置を行う。

そして一人ひとりが自分自身がどのように仕
事をすればよいかを認識させる

異動の計画と適正
配置計画

データー

人事評価制度の最終的なねらい

Q.S.C  Q.S.S.T
S.S.P.L.P     H.D.C
T.R.C

評価期間中の実
際の業務を正等に
評価

企業理念

現在のランク（職
位）の仕事遂行能
力がいかに伸びて
いるかを判定し、
望ましい人材育成
能力開発・動機づ
けを行う。

そのためには、一人ひとりがキャリアパスプラ
ンを形成できるキャリアパスプランの構築が必
須

ランクアップの基準を明示し人
事評価の効果要素によって具
体的に各人に示す

SV
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人
事
評
価
制
度
の
開
発
と
導
入
法 

 

そ
し
て
、
次
に
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
開
発
と
導
入
法
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
こ
の
定
義
と
目
的
の

基
に
作
成
し
て
ゆ
く
わ
け
だ
。
今
ま
で
の
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
問
題
点
は
５
つ
（ 

図
①
の
「
問

題
点
」 

）
で
あ
る
。
こ
う
し
た
面
が
不
明
確
な
ま
ま
に
、
実
力
本
位
の
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
こ
と
は
絶
対
に
不
可
能
で
あ
る
。
も
し
そ
れ
で
も
実
施
し
て
い
る
と
い
う
な
ら
ば
、
以
上
の

５
つ
の
問
題
を
か
く
し
て
い
る
の
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
次
のU

P

・T
O

・Y
O

U

（
あ
な
た
次

第
と
訳
す
）
と
人
事
評
価
制
度
の
関
係
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
こ
の
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
は
、
前
提

条
件
に
示
し
た
経
営
基
盤
が
な
い
と
成
功
し
な
い
。 

 

要
す
る
に
人
を
育
成
す
る
の
に
十
分
な
売
上
と
利
益
が
な
い
会
社
は
、
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
は
作

っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
導
入
す
る
必
要
は
な
い
。
即
ち
、
人
材
育
成
コ
ス
ト
が
な
い
個
店
レ
ベ
ル
の

会
社
は
、
ま
ず
売
上
と
利
益
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
り
、
社
員
自
身
が
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
そ
の
も

の
で
あ
る
。 

又
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
重
要
性
は
た
び
た
び
繰
り
返
し
て
い
る
が
、
強
力
な
店
長
を
作
り
店
舗
の
Ｑ.

Ｓ.

Ｃ
基
準
を
決
め
な
い
と
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
も
意
味
が
な
い
。 

 

次
に
「
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
開
発
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
は
、
開
発
と
導
入
の

問
題
点
を
改
善
しU

P
 

・ 
T

O
 

・ 
Y

O
U

 

（
あ
な
た
次
第
）
と
い
う
本
来
の
実
力
主
義

．
．
．
．
の
考
え
を

持
ち
、
さ
ら
に
そ
れ
に
伴
う
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
づ
く
り
、
以
上
の
３
つ
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
導
入
は

ム
リ
な
の
で
あ
る
。 

 

人
事
評
価
は
ど
う
や
っ
て
行
う
か 

 

さ
ら
に
人
事
評
価
の
技
法
、
人
を
評
価
す
る
知
識
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
が
人
事
評
価
シ
ス

テ
ム
を
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
し
て
い
る
会
社
の
社
長
が
、 

「
林
先
生
、
評
価
す
る
人
が
う
ち
に
は
い
ま
せ
ん
。
早
く
評
価
で
き
る
人
を
育
成
し
て
下
さ
い
。」 

と
言
う
。
い
く
ら
す
ば
ら
し
い
人
事
評
価
制
度
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
正
し
く
評
価
す
る
人
が
い
な

け
れ
ば
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
ま
た
、
そ
う
簡
単
に
そ
う
い
う
人
が
で
き
る
わ
け
で
も
な
い
が
、
そ

の
評
価
で
き
る
人
こ
そ
＝
Ｓ
Ｖ
（
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
）
で
あ
る
。 

 

特
に
自
己
申
告
制
度
と
い
う
の
は
、
非
常
に
美
し
い
言
葉
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
で
開
発
さ
れ
、

実
証
さ
れ
た
こ
の
自
己
申
告
制
度
の
正
し
い
知
識
を
持
っ
て
い
な
い
と
、
社
員
か
ら
不
満
が
出
る
結

果
に
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
面
接
技
術
や
、
人
間
心
理
の
知
識
と
技
術
が
な
い
と
、
本
当
の
人
事

評
価
の
目
的
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
人
間
は
こ
う
し
た
他
の
人
か
ら
の
評
価
に
対
し
て
、
強

い
自
己
防
衛
の
行
動
を
知
ら
ず
知
ら
ず
に
と
る
。
そ
う
い
う
知
識
と
技
法
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
人

事
評
価
で
は
必
要
と
さ
れ
る
。
そ
の
へ
ん
も
連
載
の
中
で
追
求
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。 
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人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
構
築
の
た
め
の
ス
テ
ッ
プ 

 

こ
の
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
結
論
を
い
う
と
、
社
員
の
主
体
性
を
尊
重
し
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性

や
能
力
を
伸
ば
し
、
会
社
の
成
功
に
つ
な
が
る
よ
う
に
会
社
を
変
え
よ
う
、
そ
の
考
え
方
の
構
築
が

労
働
環
境
の
改
善
を
促
進
し
、
結
果
と
し
て
、 

①
完
全
週
休
二
日
制
の
実
現 

②
年
間
労
働
時
間
２
０
０
０
時
間
の
実
現 

③
社
員
休
暇
制
度
の
実
現 

と
な
り
、
企
業
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
に
つ
な
が
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
た
ま
に
は
原
資
と
な
る
売
上
と

利
益
を
と
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
と
ら
な
い
と
実
現
は
不
可
能
で
あ
る
。
か
と
い
っ
て
こ
の
売
上

と
利
益
を
と
る
た
め
に
５
年
も
１
０
年
も
か
か
っ
て
は
い
け
な
い
。
私
の
提
案
す
る
人
事
評
価
シ
ス

テ
ム
は
、
売
上
と
利
益
を
短
時
間
で
延
ば
せ
る
仕
組
み
で
あ
る
。
余
談
に
な
る
が
、
売
上
と
利
益
を

定
義
づ
け
れ
ば
、 

売
上
＝
人
材
の
育
成
と
確
保 

利
益
＝
チ
ェ
ー
ン
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
組
み
の
中
身
の
レ
ベ
ル 

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
チ
ェ
ー
ン
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
は
こ
れ
ら
の
検
証
で
あ
る
。 

 

そ
れ
で
は
、
こ
こ
ま
で
来
る
の
に
は
た
し
て
ど
の
よ
う
に
シ
ス
テ
ム
を
組
ん
で
い
く
の
か
。
こ
こ

で
冒
頭
の
大
き
な
チ
ャ
ー
ト
を
見
て
い
た
だ
こ
う
。（
Ｐ
２
参
照
） 

 

ま
ず
初
め
に
シ
ス
テ
ム
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
か
ら
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
状
の
チ
ェ
ー
ン

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
見
直
し
と
、
必
要
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
し
て
、
シ
ス
テ
ム
マ
ニ

ュ
ア
ル
と
し
て
作
成
す
る
。（
ス
テ
ッ
プ
１
） 

 

そ
れ
が
ス
テ
ッ
プ
３
に
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
わ
け
だ
が
、
そ
の
前
に
、
シ
ス
テ
ム
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
キ

ャ
リ
ア
パ
ス
プ
ラ
ン
の
構
築
と
明
確
化
に
つ
な
が
り
、
各
ラ
ン
ク
別
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
の
連
動
に
な
り
、
各
社
に
必
要
な
売
上
が
取
れ
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
構
築
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。（
ス
テ
ッ
プ
２
） 

 

そ
し
て
、
さ
ら
に
進
ん
で
ゆ
く
と
各
人
（
各
職
務
別
）
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
知
恵
と
技
術
の
向

上
、
す
な
わ
ち
、
Ｑ
（
ク
オ
リ
テ
ィ
）、
Ｓ
（
サ
ー
ビ
ス
）、
Ｃ
（
ク
レ
ン
リ
ネ
ス
）
の
向
上
と
な
り
、

「
一
人
ひ
と
り
が
目
標
を
自
覚
し
、
そ
れ
に
挑
戦
し
、
到
達
し
よ
う
と
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
。」

こ
の
観
点
か
ら
人
事
評
価
用
紙
と
Ｏ.

Ｊ.

Ｔ
調
査
シ
ー
ト
の
作
成
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
ス
テ

ッ
プ
３
） 

こ
の
観
点
を
忘
れ
る
と
、
今
ま
で
の
古
い
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
と
か
わ
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

こ
う
し
た
基
準
の
上
に
、
初
め
て
ス
テ
ッ
プ
４
の
「
人
事
評
価
の
実
施
」
と
な
る
の
で
あ
る
。 
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人
事
評
価
は
人
を
成
長
さ
せ
る
観
点
で
実
施
す
る 

人
事
評
価
に
は
、「
評
価
す
る
た
び
に
、
一
人
ひ
と
り
の
職
務
遂
行
能
力
の
向
上
と
、
ラ
ン
ク
ア
ッ

プ
が
で
き
る
人
事
評
価
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。」
と
い
う
原
則
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
現
状
の
多
く
の

企
業
の
評
価
と
い
う
の
は
、
評
価
を
与
え
る
だ
け
で
本
人
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
ら
な
い
。
そ
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
と
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
（
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
プ
ラ
ン
と
の
連
動
）
の
な
い
人
事
評
価
制
度

は
、
人
の
成
長
促
進
を
妨
げ
、
人
を
成
長
さ
せ
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
し
ま
う
。
ど
う
し
て
せ
っ
か

く
の
成
長
促
進
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
人
事
評
価
を
人
の
成
長
の
場
と
し
て
考
え
、
実
施
し
な
い
の
か
。

せ
っ
か
く
の
人
材
を
殺
す
よ
う
な
評
価
シ
ス
テ
ム
で
ど
う
す
る
の
か
？ 

 

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
す
る
こ
と
に
、
評
価
す
る
側
の
不
安
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
の
人
事
評
価
が

人
の
成
長
促
進
を
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
わ
か
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。 

裏
返
し
て
い
う
と
、
評
価
す
る
こ
と
で
悪
い
人
は
や
め
さ
せ
る
と
い
う
き
び
し
い
評
価
で
も
あ
る

し
、
そ
う
い
う
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。 

２
つ
目
に
、
そ
の
評
価
要
素
が
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
業
務
と
直
結
し
、
ベ
テ
ラ
ン
社
員
の
意
識
改
革

と
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
さ
ら
に
評
価
さ
れ
る
側
に
は
モ
テ
ィ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
向
上
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
評
価
す
る
側
の
、
評
価
す
る

場
合
の
ポ
イ
ン
ト
は
絶
対
に
減
点
主
義
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、

加
点
主
義

で
な
け
れ
ば
本
当
の
実
力
本
位
の
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
は
生
き
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。（
ス
テ
ッ
プ

４
） 

 

人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
５
つ
の
結
果 

 

こ
の
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
結
果
と
し
て
、 

①
チ
ェ
ー
ン
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
人
材
育
成
の
大
切
さ
が
理
解
さ
れ
、 

②
定
着
率
の
向
上
が
あ
り
、 

③
生
産
性
の
向
上
と
な
り
、 

④
仕
事
に
対
し
て
公
平
な
評
価
を
す
る
会
社
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と
で
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
高

質
な
人
材
の
確
保
が
で
き
、 

⑤
売
上
と
利
益
の
確
保
が
実
現
す
る
。 

だ
か
ら
、
労
働
環
境
の
改
善
と
給
与
水
準
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
こ
の
人
事
評
価

シ
ス
テ
ム
の
目
的
で
あ
る
「
完
全
週
休
２
日
制
」「
年
間
労
働
時
間
２
０
０
０
時
間
」「
社
員
休
暇
制

度
」
が
実
現
す
る
の
で
あ
る
。 

 

か
つ
て
あ
の
日
本
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
も
こ
こ
ま
で
く
る
の
に
十
年
の
歳
月
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ

る
。 
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も
ち
ろ
ん
各
社
で
は
、
数
年
あ
る
い
は
十
数
年
か
け
て
、
改
革
・
行
革
と
銘
う
っ
て
、
チ
ェ
ー
ン
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
再
構
築
に
取
り
組
ん
で
き
た
し
、
い
ま
も
取
り
組
ん
で
い
る
と
思
う
。
し
か
し
フ

ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
の
歴
史
あ
る
企
業
や
、
大
手
企
業
で
も
い
ろ
い
ろ
な
障
害
が
あ
り
、
私
が
提
案
す
る

人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
、 

定
義
１ 

末
永
く
全
力
を
あ
げ
て
仕
事
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
ヤ
ル
気
が
出
る
仕
組
み 

定
義
２ 

一
人
ひ
と
り
が
能
力
を
伸
ば
し
、
発
揮
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
を

構
築
す
る
こ
と 

が
で
な
か
な
か
で
き
な
い
の
が
現
状
だ
。 

 

そ
う
す
る
と
結
局
は
、
長
時
間
を
か
け
て
そ
れ
相
応
の
人
材
を
投
入
し
て
も
や
は
り
旧
態
依
然
の
、

勤
勉
性
・
協
調
性
・
責
任
感
・
・
・
と
い
う
評
価
項
目
の
制
度
に
な
っ
て
し
ま
う
。
た
し
か
に
一
流

の
銀
行
や
、
商
社
・
証
券
会
社
で
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
人
事
評
価
項
目
で
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
彼

ら
は
、
一
人
の
人
間
を
５
年
、
１
０
年
か
け
て
一
人
前
に
す
る
の
で
あ
る
か
ら
。 

 

し
か
し
、
我
々
の
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
非
常
に
ス
ピ
ー
ド
が
早
い
。
３
ヵ
月
、
６
ヵ
月
で
生
産

性
の
あ
る
人
材
に
育
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
血
ヘ
ド
を
吐
く
く
ら
い
の
人
＝
Ｓ
Ｖ

が
必
要
で
あ
り
、
そ
う
い
う
人
が
い
な
け
れ
ば
、
大
手
外
食
企
業
や
歴
史
の
あ
る
企
業
は
特
に
改
革

が
で
き
な
い
。
ま
た
、
け
っ
し
て
そ
う
は
し
た
く
な
い
が
、
人
事
部
・
総
務
部
と
呼
ば
れ
る
部
の
長

を
切．
る．
ぐ
ら
い
で
な
け
れ
ば
、
生
き
た
人
事
評
価
制
度
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。 

 

そ
の
た
め
に
も
、
こ
の
筆
者
の
血．
と．
汗．
と．
涙．
の
結
晶
で
あ
る
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
考
え
方
を
ま

ず
本
稿
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。 

「
Ｓ
Ｖ
よ
！
Ｓ
Ｖ
の
立
場
の
人
よ
！
君
の
責
任
と
仕
事
は
き
び
し
い
ぞ
！
」 

      


